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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用の超音波診断装置等に用いられ、複数本の同軸線をシースで被覆した医療用プロ
ーブケーブルにおいて、上記シースを、内層と外層の２層構造とし、内層を酸素指数が２
５以上且つ、上記外層の酸素指数よりも５以上大きい配合のビニルで形成すると共に、外
層を、医療用機能の要求を満たす溶出物試験に合格する配合のビニルで形成したことを特
徴とする医療用プローブケーブル。
【請求項２】
　医療用の超音波診断装置等に用いられ、複数本の同軸線をシースで被覆した医療用プロ
ーブケーブルの製造方法において、上記シースを、内層と外層の２層構造とし、内層を酸
素指数が２５以上且つ、外層の酸素指数よりも５以上大きい配合のビニルで形成すると共
に、外層を、医療用機能の要求を満たす溶出物試験に合格する配合のビニルで形成し、こ
れら２層を同時に押出成形してシースを形成することを特徴とする医療用プローブケーブ
ルの製造方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、医療用の超音波診断装置等に用いられ、複数本の同軸線をシースで被覆した
医療用プローブケーブル及びその製造方法に係り、特に、医療用機能の要求を満たし、し
かも、難燃性に優れた医療用プローブケーブル及びその製造方法に関するものである。
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【０００２】
【従来の技術】
　医療用の超音波診断装置では、探触子と機器間を接続するために医療用プローブケーブ
ルが使用されている。このプローブケーブルは、複数本の同軸線をシースで被覆したもの
である。
【０００３】
　従来の医療用プローブケーブルは、使用するとき患者の肌に触れるため、ケーブルの最
も外側にあたるシースには、医療用機能の要求を満たす溶出物試験：厚生省告示第３０１
号Ｖ（２）に合格することを要求されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、従来の医療用プローブケーブルは、シースに溶出物試験に合格する特別
の配合を用いているため、難燃性は考慮されていない。このシースでは、一般のシース用
ＰＶＣ（ポリ塩化ビニル）グレードに比較すると難燃性を向上させるのは困難で、その配
合製造コストも割高である。
【０００５】
　このため、難燃性に優れた低コストの医療用プローブケーブルを実現するのは困難であ
るという問題がある。
【０００６】
　なお、実公平７－４３８６６号公報、特開平７－２７２５５０号公報、特開平９－２３
１８３７号公報、特開平１１－１６２２６８号公報、実用新案登録番号第２５７５８１１
号に関連技術が開示されている。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、医療用機能の要求を満たし、しかも、難燃性に優れた医療用
プローブケーブルを低コストで提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記目的を達成するために創案されたものであり、請求項１の発明は、医療
用の超音波診断装置等に用いられ、複数本の同軸線をシースで被覆した医療用プローブケ
ーブルにおいて、上記シースを、内層と外層の２層構造とし、内層を酸素指数が２５以上
且つ、上記外層の酸素指数よりも５以上大きい配合のビニルで形成すると共に、外層を、
医療用機能の要求を満たす溶出物試験に合格する配合のビニルで形成した医療用プローブ
ケーブルである。
【０００９】
　請求項２の発明は、医療用の超音波診断装置等に用いられ、複数本の同軸線をシースで
被覆した医療用プローブケーブルの製造方法において、上記シースを、内層と外層の２層
構造とし、内層を酸素指数が２５以上且つ、上記外層の酸素指数よりも５以上大きい配合
のビニルで形成すると共に、外層を、医療用機能の要求を満たす溶出物試験に合格する配
合のビニルで形成し、これら２層を同時に押出成形してシースを形成する医療用プローブ
ケーブルの製造方法である。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　以下に、本発明の好適実施の形態を添付図面にしたがって説明する。
【００１１】
　図１は、本発明の好適実施の形態である医療用プローブケーブルの断面図を示したもの
である。
【００１２】
　図１に示すように、本発明の医療用プローブケーブル１は、医療用の超音波診断装置等
に用いられる。この医療用プローブケーブル１は、例えば、ケーブル中心部の介在２の外
周に撚り合わせられる５本の同軸線３ａ～ｅと、撚り合わせた同軸線３ａ～ｅの外周に巻
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き付けられる押さえ巻テープ４と、押さえ巻テープ４の外周に形成されるシールド５と、
このシールド５を被覆するシース６とで構成される。
【００１３】
　シース６は、内層７と外層８の２層構造としており、内層７を、難燃性材料で形成する
と共に、外層８を、医療用機能の要求を満たす溶出物試験に合格する配合のビニルで形成
している。
【００１４】
　次に、医療用プローブケーブル１をより詳細に説明する。
【００１５】
　表１は、図１に示した医療用プローブケーブル１の構造例及び燃焼試験結果を示したも
のである。
【００１６】
【表１】

【００１７】
　表１に示すように、各同軸線３ａ～ｅは、内部導体、絶縁体、補強層、外部導体、ジャ
ケットからなる同軸芯線１４芯を１ユニットとしている。５ユニットの同軸線３ａ～ｅの
総線心数は７０本である。
【００１８】
　各同軸線３ａ～ｅの製造手順を説明する。内部導体には、例えば、線径が０．０３ｍｍ
の銀めっき銅合金線を７本用いて撚り合わせたＡＷＧサイズが４０のものを用いた。撚り
合わせた内部導体の外径は、約０．０９ｍｍである。絶縁体として、例えば、発泡ＰＦＡ
（ふっ素樹脂）を用い、撚り合わせた内部導体を被覆する。絶縁体の標準厚は、約０．１
３５ｍｍである。補強層には、例えば、ポリエステルテープを用い、絶縁体の外周に巻き
付ける。補強層の標準厚は、約０．０１ｍｍである。外部導体として、例えば、すずめっ
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き銅合金線を用い、補強層の外周に横巻で巻き付ける。外部導体の標準厚は、約０．０２
５ｍｍである。ジャケットには、例えば、ポリエステルテープを用い、外部導体の外周に
巻き付ける。ジャケットの標準厚は、約０．０２ｍｍである。
【００１９】
　このような手順で製造した同軸芯線１本あたりの標準外径は、約０．４６ｍｍとなる。
そして、１４芯の同軸芯線をより合わせて各同軸線３ａ～ｅを製造し、５ユニットの同軸
線３ａ～ｅを、ケーブル中心部の介在２の外周に撚り合わせる。より合わせ外径は、約４
．８ｍｍである。
【００２０】
　撚り合わせた同軸線３ａ～ｅの外周には、押さえ巻テープ（バインドテープ）４を巻き
付ける。押さえ巻テープ４の巻厚は、約０．１ｍｍである。押さえ巻テープ４は、シース
作業時の断熱効果や外傷防止の役目を兼ねており、撚り合わせた同軸線３ａ～ｅが乱れな
いようにするものである。
【００２１】
　押さえ巻テープ４の外周には、シールド５として、例えば、すずめっき軟銅線編組を施
す。シールド５の標準厚は、約０．２ｍｍである。シールド５は、医療用プローブケーブ
ル１が微弱な電圧・電流で使用されることから、医療用プローブケーブル１に近接する他
のケーブルなどからの影響を軽減・保護するためのものである。
【００２２】
　さて、シールド５を被覆するシース６を説明する。
【００２３】
　本発明では、シース６を、内層７（一層目シース）と外層８（二層目シース）の２層構
造としている。
【００２４】
　内層７は、例えば、酸素指数が２７の難燃性材料であるビニルで形成している。内層７
の標準厚は、約０．６５ｍｍである。一方、外層８は、例えば、医療用機能の要求を満た
す溶出物試験に合格する配合のビニルで形成している。このビニルの酸素指数は２２であ
る。外層８の標準厚は、約０．３ｍｍである。このように、内層７には、酸素指数が２５
以上且つ、外層８の酸素指数と５以上の差がある配合のビニルを用い、内層７の割合がシ
ース６全体の５０％以上となるようにするとよい。
【００２５】
　シース６は、例えば、押出し機により、内層７と外層８の２層を同時に押出成形して形
成され、このシース６でシールド５を被覆するようにしている。
【００２６】
　以上の手順で医療用プローブケーブル１を製造すると、仕上がり外径は約６．８ｍｍと
なる。
【００２７】
　次に、本発明の医療用プローブケーブル１の燃焼試験結果を説明する。
【００２８】
　この燃焼試験は、アメリカのＵＬ(Underwriters Laboratories Inc.)規格で規定された
燃焼試験（ＶＷ－１）である。
【００２９】
　本発明の医療用プローブケーブル１との比較のために、試料として３本の医療用プロー
ブケーブル１と、３本の従来の医療用プローブケーブルとについて燃焼試験を行った。試
験に用いた従来の医療用プローブケーブルは、本発明におけるシース６を、すべて外層８
で形成したものであり、その他の構成は医療用プローブケーブル１と同様のものである。
【００３０】
　表１に示すように、本発明の医療用プローブケーブル１は、内層７を難燃性材料で形成
しているので、全ての試料が燃焼試験をクリアした。一方、従来のプローブケーブルは、
シース全体が医療用機能の要求を満たす外層８のみで形成されており、難燃性を考慮して



(5) JP 4461580 B2 2010.5.12

10

20

30

いないことから、全ての試料が燃焼試験をクリアできなかった。
【００３１】
　本発明の特徴は、シースを２層にした構造にある。もともと、シースに要求される特性
（溶出物試験：厚生省告示第３０１号Ｖ（２）に合格品）は、患者の肌に触れるために要
求されているものである。つまり、本当にその特性を必要とするのは表面のみである。
【００３２】
　よって、本発明は、被覆するシースを２層の構造にし、内層を、難燃性材料で形成する
と共に、外層を、医療用機能の要求を満たす溶出物試験に合格する配合のビニルで形成し
ている。
【００３３】
　こうする事により、最外層には溶出物試験に合格する配合のビニルが被覆されているた
め、患者の肌に触れても問題ないままで、しかも、ＵＬ規格の燃焼試験（ＶＷ－１）に合
格するプローブケーブルにすることができる。
【００３４】
　本実施の形態のように、内層がシース全体の５０％以上となるように形成すれば、高価
な材料である、溶出物試験に合格する配合を今までの使用量の半分以下にすることができ
るため、材料費の低減も図ることができる。
【００３５】
　また、内層と外層を別々に被覆する方法は、内層と外層間に空気が入り、エアーブクレ
が生じるが、本発明においては、内層と外層の２層を同時に押出成形してシースを形成し
ているので、内層と外層がしっかり密着し、エアーブクレが生じることもない。
【００３６】
【発明の効果】
　以上説明したことから明らかなように、本発明によれば次のごとき優れた効果を発揮す
る。
【００３７】
　（１）医療用機能の要求を満たし、しかも、難燃性に優れている。
【００３８】
　（２）低コストである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の好適実施の形態を示す断面図である。
【符号の説明】
　１　医療用プローブケーブル
　３ａ～ｅ　同軸線
　６　シース
　７　内層
　８　外層
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